












はじめに 

われわれはこれまで、新生児の activity に関して、重心計ピドスコープを用いてその定量

的評価を試みてきた。ヒトのあらゆる動作の基本は直立姿勢であり、この基礎は出生後か

ら成人と同じように歩行ができる 2歳頃までにほぼ完成されるものと考えられる。これま

での一連の研究は、小児がどのような機序によって直立姿勢の基礎を獲得していくのかを

明らかにすることを目的としている。 

現在までに、低出生体重児は正期産児に比べて重心の位置が頭部に近いこと、同一対象を

出生後より連日測定することによって、日齢による activity の変化を確認することができ

た。今回は、生後 48 時間以内の正期産男女 117 名の、仰臥位における身体接着面積を計測

したので,その値と他の測定結果との相関関係を調べたところ、2～3の知見を得た。 


